
 

大学院博士前期課程カリキュラム・ポリシー 

＜教育課程編成・実施の方針＞ 

 

 

  高度な知識と技能を有し、幅広い視野を持つ実践者、教育者及び研究者を育成するために、看

護学分野、理学療法学分野、作業療法学分野のすべての学生が学際的に学ぶ「共通科目」・「専

門支持科目」・「専門科目」の３つに大別して編成します。 

【 共 通 科 目 】 研究活動の基礎となる研究法と保健医療の基礎的知識等を学ぶための科目を配

置します。 

【専門支持科目】 各分野の専門科目を学んでいく上で基礎となるとともに、学生の教育と研究の

深化を可能とし幅広い視野を養うための科目を配置します。 

【 専 門 科 目 】 分野ごとに専門知識の修得を目的とした特論・特論演習のほか、修士論文の作

成に向けた、特別研究を配置します。 

 

  専門看護師課程選択では、専門分野における高度な看護実践能力の獲得に必要な知識と技術の

修得を目的とした演習や実習及び課題研究を配置します。 

 

＜学修方法＞ 

  複数の教員が連携して、研究計画、研究デザイン等、自ら研究活動を遂行するための知識や経

験を修得させる。 

 

＜学修成果の評価＞ 

  学修成果は、学修到達度を反映した評価基準および、透明性・客観性のある厳正な学位論文審

査基準に基づき評価する。 

 


